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あった。③プログラム原案は 3 単元での構成とした。第 1 単元は初期教育であり、学習目
標を「心不全やセルフケアに関する知識やスキルを学習する」とした。第 2 単元はフォロ
ーアップの第 1～6 回であり、学習目標を「学習したセルフケアを日常生活に適用する方










 SCHFM とシステマティックレビューで得られた知見に基づき、3 単元で構成される教
育的介入プログラム原案を構築した。原案は臨床看護師の意見に基づき日本において実施
することの有用性を評価し、評価結果に従い修正した。したがって、修正後のプログラム
は日本の医療現場においても適用可能な内容に洗練されていることが推察される。しかし、
限られた期間の中では、構築したプログラムを実行し有効性を検証するまでには至ってお
らず、このことは本研究の限界といえる。今後は構築したプログラムの実行可能性と有効
性の検証を繰り返し、プログラム内容をさらに洗練していくこと、プログラムの成果につ
いて情報を発信していくことが課題である。また、システマティックレビューの結果から
は、セルフエフィカシーや動機づけを強化する方法として、知識の提供・強化、目標設定・
行動計画、症状・行動の確認、行動調整への支援が効果的であることを導いた。これらの
方法は、社会的認知理論に適用が可能な内容であり、妥当な指導方法であることが推察さ
れた。さらに、本プログラムの根拠を導き出すために行ったレビューは、対象研究が 8 研
究であり、小規模のレビューとなった。セルフエフィカシーの強化を取り入れたセルフケ
アプログラムについては、今後も介入効果に対するエビデンスを蓄積し、プログラム開発
に役立てていく必要がある。したがって、定期的に文献情報を最新のものに更新し、レビ
ューを継続していくことが今後の課題といえる。 
結 論： 
本研究が構築した慢性心不全患者に対するセルフケアの向上を目的とした教育的介入
プログラムの構成は、入院中から開始する初期教育と退院後 12 か月間実施する継続的な
フォローアップである。介入の有効性を高めるために効果的な方法は、セルフエフィカシ
ーと動機づけの強化を取り入れることであった。 
